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１１月

運動会では、大人競技への沢山のご参加ありがとうございました。お天気にも恵まれとても楽しい時間に

なりました。

当日、お休みの子もいたので、はこべ組とかたくり組は後日、みどりの公園で空にフラッグを飾り

リベンジのミニ運動会を楽しんでいました。運動会が終わった次の週にかたくり組担任のHが書いた

エピソードです。

『運動会ってなんだろう』

10月頭、「運動会する場所を見に行くよ！」という話を子どもたちとしてから、

散歩の帰りに小学校を通った。フェンスにしがみつき、食い入るように小学校を見るかたくりのみんな。

小学校を見た次の日の『案出し』のミーティング。これが、かたくりでやる初めての

運動会ミーティングとなった。「今日から運動会のミーティングを始めるよ」と同時に、

「運動会ってなんだか知ってる？」というのを子どもたちに問いかけてみた。

お兄ちゃんやお姉ちゃんがいる子からは、「つなひき」「たまいれ」「はしる」みたいな、

見たことある競技の名前が少しあがった。でも、言われて見たらたしかになんだ？というような、

険しいまではいかないけどなんだか難しそうな表情をしている子も多かった。

その中のひとりがTーくん。＂今日やるのが運動会のミーティング＂と聞いた時Tーくんは、

「いわなくてもいいの？」と私たちに聞いてきた。珍しかった。

普段のミーティングでは自分の話したいことを、「うんとねぇ、えっとねぇ、、」と

頭をフル回転させながら、言葉にして伝えてくれる。そんなTーくんから出た

「いわなくてもいいの？」の言葉。眉毛がへの字になっていたり、身体がだらーんと

しているところからも運動会に対して、前のめりじゃない気持ちが伝わってきた。

もしかしたら前の園での記憶も関係しているのかもしれない。言葉だけじゃなくって、

いろんなところからその子を知ろう分かろうとすることはできる。一人ひとりをもっと

繊細に丁寧にキャッチして感度よくいたいなと思った瞬間だった。

そんなTーくんに「言いたいことある人が話したらいいんだよ」と伝えたら、

ちょっとホッとしたのか、椅子に座るとみんなが出す案を聞いたり、ちょっと近くにいる子に

ちょっかいをかけたりしていた。

イメージがつかない、固定概念がない子どもたちに、「運動会って、おとなもこどもも

一緒に楽しむ日で、いつもとはちがう、小学校っていう広い場所でたくさん体を動かしたり

するんだよ」ということを伝えた。自分たち大人は過去の運動会の経験からものを言うことは

できるけど、別に運動会ってやらなきゃいけないことが決められているわけじゃない。

ただ自分たちが経験してきたものに、運動会っていう名前がついてきただけ。

ののはなの、ここでやる運動会は、なんにも縛られずにみんなが考えたものがそれになる。

そうなったらいいなと思ってミーティングを進めていった。

だから案出しの中でどんな案が出ても、ひとりひとりの言葉を大事にしながら

「どんなことを話しても大丈夫な場所なんだな」と思ってもらえるような空気感を作ることにこだわった。



案出しのミーティングが終盤になってきて30個近いアイディアが出てきたあと、

Tーくんが「うまになってきょうそう」と自分のやってみたいものを伝えてくれた時、

私の中のピーンと張っていた糸のようなものがプチンと切れる感じがした。

わかりきったきったようで、正体不明な運動会に対して緊張感を持っていたのはきっと

私だったのだろうな。心がほぐれる、ほぐされるそんな空気感って、話したいなって思う雰囲気と

似ている気がする。それをミーティングの中で少しずつだけど着実に積み重ねてきたかたくりのみんな。

だからこそ聞けたアイディアがいくつもあったように思う。

「運動会ってなんだろう」そう問い続けた2週間だった。当日のその瞬間だけを目指すのではなくて、

これまでの過程を子どもたちと一緒に作ってきたからこそ語りたくなるものができたのだと思うし、

自分たちがこれから先やっていきたい保育もそう。今回のことで言ったら、みんなで話した

そのものが、気付いたら運動会になっていたのだろうな。

結果に目を向けるのじゃなくって、目の前にいるその子を知ろう・わかろうとして思いに

近づこうとする。その過程をその時間を大切にしていきたいし、こうかな？ああなのかな？と

語り合うことを惜しまずに今後も続けていきたい。ミーティングだけじゃない、園で過ごす

さまざまな時間の中で。。。 H記

子どもたちと日々楽しく暮らす中でも、保育者はこどもたちの興味をそばで感じながらそれを

広げています。運動会という、いわゆる特別な日。子どもたちは自分で自分たちの運動会を考えました。

昨年までの経験がない分、保育者も言葉の一つ一つをこんな風に考え子どもに向き合っていたのです。

運動会の当日だけの何かではないのです。おとなも子どももあんなに楽しめたハレの日は、

今のこどもたちにとって大切な1日となったのではないでしょうか。

野﨑亮子



だんだんと過ごしやすい気候に変わり、葉っぱも色づき始めて秋になったなぁ～と感じます。
最近は子どもたちの食欲も、ぐんと増えてきました。

秋は“収穫の秋”。米や栗、さつまいもなどの収穫が多くなる季節です。
保育園の給食も10月から新米を使っています。冬に備えて、旬の食材を思う存分、味わって
寒さに負けない体力をつけたいですね。

キッチン

保健

いも類、果物、魚類、きのこ類など旬を迎える

食材がこの季節はたくさんあります。

旬の食材は栄養も豊富に含まれています。

例えば、さつまいもは食物繊維が豊富で、

腸内環境を整えたり、便秘予防に役立ちます。

そろそろ、ののはな畑でも、さつまいもが収穫

できる頃です。子どもたちと一緒に芋掘りを

楽しみたいと思います。

１１月１５日
子どもの成長を祝う 七五三

七五三は、七歳・五歳・三歳の子どもの成長を祝う

日本の年中行事です。

今まで無事に成長できたことに感謝をし、今後も

健やかであるようにお参りをします。

千歳飴の【千歳】は千年という意味があり、

「親が子どもへ長寿の願い」をかけています。

10月、園では溶連菌感染症にかかる園児が多く見られました。
大人も感染する病気なので早めに対応が出来るように参考にしてみてください。

溶連菌感染症

ようれんきんかんせんしょう

・突然高熱が出て、のどがはれて痛みが出る。

・全身に発疹が出る。

・舌にイチゴ状の赤いプツプツが出る。

・嘔吐、頭痛が起こる。

抗菌薬を飲んでから24～48時間経過していること（学校保健安全法より）

登園許可証が必要です。

症状が落ちついたからと薬をやめず医師の指示どおり

最後まで飲みましょう。

注意

症

状



のいちご

わかくさ

「 手を伸ばす 」

青空公園に行く道。

Sちゃんはいろんなものに触れようと手を伸ばしていました。

そっと草花に触れてみる。

アパートの壁を手でなぞったり、お家の塀を触ってみたりする。

床屋によくある赤・白・青のくるくる回るもの、

その下に映る自分を見つけて不思議そうに覗き込みます。

触る度に『ん～』『あーあ』とおしゃべりをするSちゃんでした。

いろんなものに触れ、Sちゃんは何を感じていたのかな。

ただ目の前にあるものに、つい手が伸びちゃっただけだったのだろうか。

ざらざら、つるつる、固い、柔らかいなど、触るものによって違う感触。

もしかしたら、その感触の違いも面白さや興味に

繋がっていたのかもしれない。

何度も立ち止まりながらのんびりと公園まで歩いて行ったお散歩。

今日は公園に行くという目的があったけれど、Sちゃんのペースで

心や体が動く瞬間にもっと寄りながら巡り歩いてみたいな。

～ みんなが好きな手遊び紹介 ～

・バスごっこ
・５つのメロンパン

Rちゃんとおんぶバッタ

畑でおんぶバッタを見つけました。

みんなで観察していると、そこへやってきたRちゃん。

「おんぶばっただよ。おんぶしてるのは赤ちゃんかなあ。」と

私が言うと

「たのしいね！」とRちゃん。

バッタを放し、ぴょんぴょんと飛び草むらまで行く様子を

Rちゃんはにこにことずっと見ていました。

最後はばいばい。と手を振りました。

「たのしいね」は、おんぶしてもらっている小さいバッタに

言ったのかな。それともおんぶしてもらうのは楽しいよね。という

共感なのかな。

バッタと会話をしているように見えたその瞬間が面白かった。



なでしこ

やまぶき

Eちゃんと水道

お椀に砂を入れ、水道のところへ持っていくEちゃん。

水道の蛇口の下にそのお椀を置く。

そして、上の部分をぎゅっと握った。

「‥‥‥‥。」

手を離しては握るを何度も繰り返すEちゃん。

じっと蛇口を見つめる。

水を出そうと思ったのかな。

公園の水道は蛇口が横に付いていて、上から水が出る

タイプだった。そういえば、なでしこは上に蛇口が

付いている。おうちのも上に蛇口がついているのかな。

Eちゃんの経験から、上を握れば水が出ると思ったの

かもしれない。

でも、水は出なかった。あれ、いつもと違うぞ？という

不思議を感じていたのかなぁ。

お知らせ
口拭き用のウェットティッシュを
各家庭２つずつ集めます。
（アルコールが入ってない物）
記名をし、遊戯室の専用のカゴに
入れてください。

小沼東公園へ。
K君とT君でボール遊びが始まった。
K君が勢いよく蹴ったボールを、T君が身を投げ出して
ボールを取る。そのT君の動きに思わずK君が一言。
K「Tちゃん、はやっ！(笑)」
戻ってきたボールをまたK君が蹴り、T君も転がりそうな
くらいの勢いでボールを取る。
K「おおおおおおお！！」
T君の身のこなしに、興奮気味に声を出すK君。
またボールが返ってくるかと思ったら、S君が来て、
今度は走りながらのボールの蹴り合いになった。
T「ぼーるをあっちにけって、つぎはこうやってとるのね！？」
どうやら、今度は走りながら誰かがぼーるを蹴って、違う人が
今までのT君のように手で取るといったルールをT君が
考え出した。

伝わったのかS君とT君は走り出す。
でもK君はさっきのまま。
K「つぎはKちゃんなの！それでつぎはTちゃんで、
そのつぎはSくんなの！」
K君は順番にボールを蹴って遊びたい様子。
K君にT君の遊び方を伝えても納得いかない。
次第に時間がきて、それぞれボールを蹴って（シュートするように）
帰ることになった。

ルールがあることが分かって、ルール（遊び方）を作る面白さを
感じたり、決めたように動く面白さを感じているこどもたち。
一方で、それが伝わらない葛藤も感じている。
それぞれの気持ちを私も一緒に感じながら、誰かと遊ぶ経験を
重ねていきたいな。

ふたりのボールあそび



はこべ

かたくり
「まつぼっくりのうんどうかい」

中央公園を流れる川のそば。
RくんとSちゃんが両手にまつぼっくりを持っていた。

R「M～きたきた。うんどうかいやるよ～」
そう言いながら川の流れに目を向けるRくんを見て、
なんのことだかすぐにわかった。
H「おもしろい！もしかして、まつぼっくりで競争するの？」
R「そうだよ～。ここがゴールね（川の終わり、流れが緩やかなところを指す）」
S「いくよ～。（長い棒でまつぼっくりにスピードをつける）」

そんな姿を見てYちゃんは、
Y「これで（集めた杉の葉）うんどうかいやる！はっぱのうんどうかい」
と、さっきまで集めて大事に袋に入れていた杉の葉を流し始めた。

川を真ん中にして、「いけいけー！」「あれ、どこいった？」
「Mのやつおそいー(笑)」なんて声があちこちから聞こえてきた。

Rくんの中に残っている運動会っていうものが、身近なもので
表現された面白さ。
それをYちゃんも感じて、だけど自分なりに置き換えて、
同じまつぼっくりじゃなくて、自分の大事にしていたものを流したのかなぁ。

子どもたちがつくりだす遊び。それがだんだんと周りにも広がっていく。
その流れはなんとも自然で、なんて心地いいんだろうなぁ。

Tちゃんのどろんこスライダー

Kくん、Iくんが水を流して遊んだ後の築山に、
AちゃんとTちゃんが登り始めた。

これがまた、ヌルヌル滑るので、頂上に行くまでにも
時間がかかる。慎重に2歩進んだ所から進めないTちゃんに、
ダンボールを敷いて滑り止めを作ってくれたAちゃん。

中腹にできた滑り止めのおかげで、頂上まで登ったTちゃんは、
Aちゃんが上がってくるのを待ち ゆっくり滑ります。

Tちゃんは ヌルヌル！下の方に行くにつれて、スピードが出る。
何度も何度も登り、泥の冷たさと感触を堪能していました。

始めは、泥が顔に飛んできて涙が出たTちゃんを
とりこにしたのは、その感触とAちゃんとの一緒の
空間だったからかなぁ。
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